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I 昆的

前年度に同じ

E 調査方法及び内容

1. 調査場所 西郡岩崎村

2. 調査項目

(ア) 環境調査(定期観測謂査)

付) 潜水による魚礁設置状況並びに靖集魚調査

(ウ) 魚礁の利用状況

a) 利用及び漁況

b ) 爆本船調査

。) 三次綱による漁場試験

(エj 魚礁になけるヤリイカ線侃

E 調調査結呆
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(ア) 岩崎魚礁上の環境の推移をみるため毎月観測を行ったが特に透明度についてとの地先で最も

水が澄む時期は?月である。表面水温と海底附近の水温差は 4月を除いてo.1 '"" 2. 5 "0である。

(第 1売第 1図〉

(イ) 4 1年 6月?日天侯清，水深 18m，透明度8m，水温 15. 4 "O~ 1 6. 600の状態の中で

アクアラングによゐ潜水調査(2名〉の結果は 33m2当 94個でブロック 40 I回発見のうち縦

位置のものと横位置のものとの比は 2: 1であった。

密集してhるととろのプロックは埋没率が 〈独立しているもの程埋没しブロックの上面が累

々海底面と等しいものもあるO

ブロック陀附着している生物及び魚の婿集状況については前月 (40年 8月 23日)と同様で

潰れた9，又ブロックの上面が 15 cm程度しか露出してい乏いプロックには附着生吻は左〈魚

須としてはカワハギがブロックの中(rC12，......， 13尾集団で滋浮いアイナメはブロックの周縁

にソイはブロックの中又はjまに棲息しているO

lウ)-a)

設置された魚備がどの荏長有?の的に利点されているか否かについて調べるのに先ず魚礁を柑

胤する操業主芝数及び日数;について実感を調査したと ζろ，第 2表に示すように年によって資象

粂i牛や漁模様によって幾らかの違いはみられるが，全体の1頃l可としては年々1申びをみせて;1:，>9 



大いに利用されているととがうかがえる。

魚礁上の漁獲については代表的左漁獲物であるヤリイカについてみれば第2図のように魚礁設

謹前と設置後になける魚礁上の一本釣漁獲量が増加していることと併せて沿岸の定置網に好影

醤を斉らしている。

左な 1i自のプロヲクに約 4日i匂のヤリイカが婿集するということから魚礁の集魚能力に対し

て何%のヤリイカが魚礁上の一本釣及び定置網によって漁獲されているかを推算するとその年

の来砕資源量にもよるが一応 20"""8 0%までが漁獲されているととに*T.ζれを量的にみ

れば 1，0 0 oK9から 17， 0 0 0 K9の漁獲増加分と左 bヤリイカについては魚礁周辺から水揚げ

される総漁獲量の 50%以上を占めるように念った。

即ち魚礁を設置するととによって新漁場の造成拡大と魚族を沿岸定置網へ誘導する役割を念し

ている。

(ウ)-b)

或る崩聞になける魚礁の利用及びそれから水揚げされる量，時期的K集まる魚頚を調べるた

めに魚礁を利用する漁船の中から保本船4隻を選び魚礁外の操業記録とつき合せた結果を第 5

K鍾めた。

(ウ)-c ) 

魚礁に虫層集する季節的魚種及び魚礁に再害時定着すると忠われる魚員類を調べ魚礁になける漁

莱上の改良をD日えるための試験として三枚綱(邑合，中綱4.3(加と 7.5仰のもの各 5枚)を使

用して操業した結呆魚類 21晶甲穀類 2晶貝類 5倭を得た。

(ヱ) 人工魚礁についたヤリイカは夜VC*ると接岸し，夜明けと共K沖合へ去るのが観察され，と

の時定置網K入網するといわれ昼間魚礁陀ついたイカが夕方乗網するというo定置網のヤリイ

カ漁を執タにわけでその漁獲状況をみると第4表のように総体的に朝網が好漁と念っているo

組合で大イカ (o)と呼んでいるものと小イカ(メイカ♀)と称しているものとの漁獲比は 2: 

1で，沢辺地区では 3: 1大間越では 4: 1の割合と在っているが，との相違はその地先にな

ける漁獲の時肱漁具漁法の相違から〈るものと思われるO

W 今後の課題及び考察

1 ) 岩崎湾内に設置された沢辺岩崎，大間越地先の夫々について魚礁価値の優劣を俗合調査に

よって判明するとき，岩崎Kついては位置的にも海底地形並びに密質的にもその条件を備えて

なT.その点大間越についても場所としては再現流の通路氏当丸底質も砂地で適当であるがブ

ロックの投入数が少いためその効呆が充分でなレ、それに引紋べて沢辺地区のそれは設置箇所

が者盤地帯である上に様流域となってその効呆は薄〈最も不適当と思科される。

2 ) ブロックの信重ね方式がとられているが岩崎等当地方κないては，冬季のシケのため仮TVC

当初積重ねられた状越にあっても，崩れて原j杉を維持し得ないものと推察され，岩崎のよう左

条l牛のYl1VL沿いては反ってブロックを広〈分散させる ζとによってその効果をあげつるようで

ある。

3 ) 魚礁の柑~.il主ひ'にそれからあげられる魚獲量は，若崎VL j;>いては現在の操業状況及び当地方
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の気象条件，魚礁の成模からみて，資源的に大きな変動のないr.&_I;現状が累々限界と考えられ

る。

(並型人工魚礁設置事業幼呆報告書 (1956，....， 1957) 1957年 3}j参照)

第 1 表

魚礁上観測表

年月日 時亥1] 天候|孔向 J瓦力 気温 水温 透明度 PH cllYl日日 潮流

26.50 1 6日汀l
一
18.47 

36. 8 29 14.30 。
26.00 (17.om) 18.52 

25.5 9.0 1 5.87 
7. 30 09.5日 bc w 1 27.7 c 39. 23.0 (16.1 ) 17.70 

4 O. 8. 23 1 4.35 bc N 5 29.5 
26.0 12.8 

21.9 13.6 8.3 18.50 

" 9. 26 22.4 8.3 18.67 

19.9 14.5 18.51 。1O. 19 日9.00 bc 5 一2 O. 0 

7.3 8.2 8.2 17.6 1 
41. 3. 1 2 

8.2 1 0.5 8.2 18.82 
下IJ 3. 31 bc 9.5 

9.6 6.6 8.3 1 5.9 1 
白 4. 16 11.0日 G 9.2 (16.3 ) 8.2 17.98 

1 1.3 8.0 8.3 16.97 
4. 30 日9.3日 。 W " 10.6 (16.5) 8.2 17.7 3 

15.2 6. 0 8.4 15.73 
上|11 5. 3日 日?口口 bc 

1 3.0 (14.8 ) 8.3 17.66 

1 5日 5.8 17.35 下|
" 5. 3 0 1 4.30 G W 

1 2.7 (1 7.5 ) 18.32 

1 6.6 8.0 
上/J 6. ヲ 14.4 0 。 一 一15.4 

19.8 6.5 17.45 
上" 6. 29 12日日 G 

1 9.0 (1 6.0) 1 7.74 

20.0 17.5 17.1 1 
7. 7 12.3日" G 18.4 1 8.1 4 

22.8 7.0 16.4 5 
7. 3口 1 1. 3日 SE 一" 。

21.3 (18.0) 17.2 1 

25.5 8.5 17.40 
8. 24 1 1.1 0 bc NE " 23.7 (1 7.5) 1 7.72 

25.2 19.5 18.61 
9. 16 1 4.1日 bc SE 一 一 一" 23.7 (21.5 ) 18.67 

18.9 9.守 17.63 
10. 28 y SE 一" 17.口 (18.8 ) 17.80 
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第 1 図 岩崎地先になける水温，潮流表(昭和 41年度)
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第 2 図 魚礁設置前後に辛子けるヤリイカ 1本釣及び定置網による漁獲量(岩崎〉

6 

4 

2 

トン

"-ー一一ーーー也

設置前

/「℃|/五

魚線外の 1本釣
左側単位

魚礁上の T本釣

定置網(右側単位)

設置後

/ 

ーーι -.ーー -ー-<0-一ー-_--
-'・， 
〆

〆， 

.t、、
/ 

29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 37 4日

第 2 表 魚礁に b ける魚獲量(岩崎)

昭和
3 5 3 6 3 7 3 8 3 9 4 1 

魚礁漁獲量
5.92 トン 3.69 6.31 6.06 6.87 1 0.6 6.79 

(A) 

組合総水湯量
1 17.0 トン 15.0 68.0 1 25.7 5 134.7 57.9 55.6 

(B) 

A/B 5.口 句。 2.4 8.9 5.4 7.9 1 1. 9 11.3 

魚礁利用日数 65 白 ι五 87 89 1 36 79 1 1 8 

魚礁操業員数 525 隻 484 788 1.034 1.086 584 803 
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第 5 表 朝綱とタ網との漁獲割合(ヤリイカ)

(昭和 41年 2}j2 8日--5月31 a ) 

胡 綱 タ ォJ司

時 亥リ 漁獲量 場綱同数 時 i 刻 漁獲量 場綱回数

4 6 9 K9 
2 月 5 h 3 Om 5 一

( 1日日%)

H 2，5843 8 2 、'18 h 0 0 5 4 7 7 1 2 

5 月 (1 7 h 3 0 m--

(11h50m) (813%) (6 ) 20hOO) (18.7%) (5 ) 

" 4 4 7 6 8 223 " 3 8 0 6 (5 8 
4 月

(10h40m) 。20 %) (1 ) (17h30m) 8 0 % ) (1 1 ) 

5h  4 1 5 0 1 1 5 " 406 ら

5 月
~5 h 30m (9 1 1 % ) 8.9% ) 

7，5 2 3 4 2 3 9，6 8 9 8 5 
計

(886%) (7) (1 1.4%) ( 1 6 ) 

4
N唱



仁川

Cコ
第 4 表

月 方リ

t魚

業 大

種

類

1本釣 ;s 

建物

集魚

言十 357 

% 
比率 100 。

月

操 隻

業
数
又

日
は
統
数 数

日 隻
2 8 

一

昭和 41年Kなけるヤリイカの大小比 (岩崎〉

2 月 5 月

操 隻 操 隻

業
数

業
数

大 又 大 父 大

日
は 日

は
統 統

数 数 数 数

95.8 7 30 628.8 11 79 5435 

15D 31.9 1日 警 1β386 15782 83 2.688β 

一 1.947.5 4775 2 7 149.1 

1108 319 4414 920557 5き61.4

% % % 

776 22f1 682 317 637 

4 月 5 月 言十

操 隻 操 隻

業
数

業
数

又 大 又 大

日
は

日
は

i筑 続
数 数 数 数

1.311.3 
10 69 7.5 2 5 

(1 00%) 

1.885 30 285 1201 1974 14 68 
462.9 36625 

(559%) (44.1%) 

2日966 534.3 
568 5 4 e 9.8%) (202%) 

19118 1276 194.4 8 0369 41968 

可。 ロro % % % 
36.3 39.3 607 65.7 34.3 


